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【講座の概要】

1，弥生墳丘墓とは

　弥生墳丘墓とは弥生時代の盛土や墳丘をもつ墓を前方後円墳に代表される古墳と区別する呼称

です。弥生墳丘墓が出現するのは前期中ごろの畿内のようです。当初は、墳丘の中に多数の埋葬

施設があり、「家族墓」的なものでした。しかし、墳丘を持った墓に葬られる人たちとそうでな

い人たちの「区別」や「格差」が現れてきているといえます。

　墳丘墓の中で少数の埋葬が卓越してくるのは弥生時代後期後半です。また、このころから墓制

の地域色が非常にはっきりしてきます。これは権力者と言える人物が現れてくることと同時に墓

制を共通する地域的なまとまりがはっきりしてくることを示しています。

2，弥生墳丘墓の特色

　弥生墳丘墓の特色は、なんといってもその地域色にあります。吉備の特殊器台や山陰の四隅突

出墓など使用される土器や墳丘の形態などに強い地域的まとまりとほかの地域との違いが表れて

くるのです。これらは単に風土や流行ではないと考えられます。近藤義郎はこの背後に同族意識

に基づく墓制を共通する地域的なまとまりがあると考え、その関係を「擬制的同祖同族関係」と

呼びました。このまとまりこそ、後の時代に吉備や出雲と呼ばれる、あるいは魏志倭人伝の伊都

国、投馬国といった「国」にあたるものと思われます。

3，弥生墳丘墓と前方後円墳

　弥生墳丘墓は前方後円墳に代表される古墳と区別するための概念だと述べましたが、そこには

様々な議論があります。古墳は－個々の古墳には当然、個性や地域色がありますが－前方後円墳

に代表されるように汎列島的な共通性が特徴といえるでしょう。「擬制的同祖同族関係」が地域

を超えて拡大した姿といえます。都出比呂志はこれを「前方後円墳体制」と呼び、古代国家の萌

芽と考えました。

　一方で、弥生墳丘墓にみるような「格差」や「地域性」の出現に大き画期を求める意見もあり

ます。さらに、「纏向型前方後円墳」のように定形化した前方後円墳の誕生以前に地域を越えて

共通する墳丘形態が拡がることを指摘する意見もあります。

　また、「纏向型前方後円墳」のような、定形化した前方後円墳の要素はそろっていないものの、

前方後円形の墳形やある程度の汎列島的な関係の成立が読み取れるものを、弥生墳丘墓と呼ぶべ

きか古墳と呼ぶべきか、も大きな問題です。
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図 1　大阪府瓜生堂遺跡の方形周溝墓
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図 5　纏向型前方後円墳の分布と纏向古墳群

図 4　総社市宮山弥生墳丘墓 (左 )と岡山市矢藤治山弥生墳丘墓 (右 )



図 7　ホケノ山古墳の墳丘と埋葬施設

図 8　纏向石塚古墳の墳丘


